
1 

 

第 11 回 ケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト連携推進会議 議事録 

 

日時：平成22年 9月 17日（金）15：00～17：00 

場所：大分県立看護科学大学 

出席者： 

照屋助教（琉球大学） 平良係長（琉球大学）   

甲斐研究科長（大分県立看護科学大学） 宮内准教授（大分県立看護科学大学） 

大賀講師（大分県立看護科学大学）  小玉副主幹（大分県立看護科学大学） 

小野事務主事(大分県立看護科学大学) 

前田学部長（沖縄県立看護大学） 宮城講師（沖縄県立看護大学） 宇根学務課主査（沖縄県立看護大学） 

小田学部長（国際医療福祉大学） 下舞准教授（国際医療福祉大学） 中山講師（国際医療福祉大学） 

小野准教授（西南女学院大学） 大塚助教（西南女学院大学） 水原助手（西南女学院大学） 

日高准教授（聖マリア学院大学） 白水准教授（聖マリア学院大学）  

池田学務担当室長（聖マリア学院大学） 

岡村学部長（日本赤十字九州国際看護大学） 石原研究科長（日本赤十字九州国際看護大学）    

中嶋准教授（福岡大学）  塚原准教授（福岡大学） 

松岡学部長（福岡女学院看護大学） 平野事務部長（福岡女学院看護大学） 

鶴田学部長（活水女子大学） 竹末講師（活水女子大学）  松浦講師（活水女子大学） 

生野学科長（九州看護福祉大学） 櫨本教授（九州看護福祉大学）  坂井准教授（九州看護福祉大学）  

稲垣教授（名桜大学）  横川看護技術アドバイザー（名桜大学） 仲栄真事務補佐（名桜大学） 

佐藤学部長（福岡県立大学） 安河内講師（福岡県立大学） 楢橋助手（福岡県立大学） 

安酸教授（福岡県立大学構想本部） 

松浦教授（福岡県立大学戦略連携室） 厳特任准教授（福岡県立大学戦略連携室） 

清水助手（福岡県立大学戦略連携室） 山住助手（福岡県立大学戦略連携室） 

藤川事務補佐員（福岡県立大学戦略連携室） 仲山事務補佐員（福岡県立大学戦略連携室） 

＊大学名簿順  43 名 

書記 山住 

 

 開会挨拶 

 第 11 回ケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト連携推進会議開催にあたって、開催校であ

る大分県立看護科学大学 甲斐研究科長と事業取組担当者 安酸 史子教授より挨拶が行われた。 

  

 第10回ケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト連携推進会議議事録の承認 

 異議なく承認された。 

 

１． 平成22年度の予算執行報告（資料 1） 

松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 

 見込み残額が約 200 万円で、優先的に使用する費目は、100 万円は放送大学のコンテンツ使用料

とし、10 月から使用開始となる。残りの 100 万円は、看護技術支援のシステムに使用する。 

 半期予算報告の統一したフォーマットとして資料 1－2 を作成した。記入方法は、戦略連携室の事

務担当者から各連携校の事務担当者へ後日連絡を行う。 

２．平成22年度のローカル企画について 

 松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 
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 現在把握しているローカル企画は 6 件で、大分県立看護科学大学のローカル企画を追加する。 

 その他の企画はなし。 

 

３．各小部会からの進捗報告 

(a) ケアリング FD 小部会 

福岡県立大学 佐藤学部長より説明がなされた。 

① 情報戦略委員会、運営委員会の報告資料を検討した。 

② ポートフォリオアンケート調査について 

8 月に福岡県立大学研究倫理審査委員会の承認を得た。10 月 1 日よりアンケート調査を開

始する。メールで各連携大学に配布するので、各大学で取りまとめて、福岡県立大学に返信

をお願いしたい。 

(b) ケアリング CSD 小部会（資料 3－b） 

福岡大学 中嶋准教授より説明がなされた。 

③ ニーズ調査の結果 

集計が終了した。詳細は資料を参照のこと。 

④ 8 月 28 日に第 3 回合同 CSD 研修会が終了した。 

 参加者は総数 285 名であった。詳細は資料を参照のこと。 

⑤ 4 回合同 CSD 研修会について 

1. 日時：平成 23 年 2 月 12 日（土曜日） 

会場：九州看護福祉大学 

基調講演：熊本学園大学 社会福祉学部 伊藤 良高 教授（教育学専門） 

基調講演テーマ：学びや教えるとはどういうことか 

2. 次回会議で詳細を報告する。 

(c) メンタリング・ネットワークモデル小部会（資料 3-c） 

西南女学院大学 小野准教授より説明がなされた。 

① 卒後 1 年目の調査が終了し、今後は離職について、労働環境についての 2 つのテーマで研究

を進めていく。 

② 教育プログラムについて。 

平成 22 年 11 月 13 日（土曜日）に、日本赤十字九州国際看護大学でシンポジウムを開催

する。詳細は資料を参照のこと。 

(d) 看護技術支援小部会 

九州看護福祉大学 生野学科長より説明がなされた。 

① 各連携大学で運用できるような看護技術支援の開設マニュアルを現在作成中である。 

② 11 月に各連携大学に看護技術マニュアルのフォーマットを配布予定。1 月までに取りまとめ

て、2 月のプロジェクト会議で確認し、印刷物にする予定。 

③ 技術支援予約システムを現在修正中である。各連携大学に共通認識を持っていただくために、

別途日程を組んで周知を行う。 

④ 10 月 22 日に西南女学院大学に視察に行く予定である。協力校の産業医科大学が技術支援ラ

ボを 10 月に開設予定であるため、午前・午後に分けて両校を視察する予定。 

⑤ 看護技術支援の英語表記を、「Nursing Skills Adviser」とする。 

(e) 学生コンソーシアム小部会（資料 3-e） 

日本赤十字九州国際看護大学 岡村学部長より説明がなされた。 

① 沖縄地域の学生ゼミナールが、8 月 14 日に実施された。学生のアンケート結果は資料を参
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照のこと。琉球新報（新聞）の取材を受け、記事に掲載された。 

② 九州・沖縄全体で集合して開催することは困難であるため、ブロック制にするなど検討内容

を今後学生リーダーに投げかけていく。 

③ 連携校の意思統一を図るため、10 月 22 日（金曜日）16：00～博多サテライトで会議を行う

予定。 

(f) 理科系科目補強教育小部会（資料 3-f） 

国際医療福祉大学 小田学部長より説明がなされた。 

① 福岡県立大学研究倫理審査委員会の承認を得た。調査方法は別紙資料を参照のこと。今後、

9 月末までに必要書類一式を各連携大学にデジタルで配信する。各連携大学のカウンター

パートが、各大学の学長に同意書の記載を依頼し、福岡県立大学に郵送で返信する。学生

へのアンケート調査は 11 月末までに回収していただきたい。 

質疑応答 

質問：研究同意書に学長の同意が必要か。総合大学の場合、学長の同意を得るのはプロセス

が複雑で困難である。学部長でも良いか。（中嶋准教授） 

回答：学長または学部長・学科長とする。（小田学部長） 

(g) 講義の相互受講体制小部会 

大分県立看護科学大学 大賀講師より説明がなされた。 

① 大学院レベルでの相互受講： 

 11 月 4 日（木曜日）、11 月 17（水曜日）で相互受講を開催する予定で準備中。 

② 学部レベルでの相互受講： 

 科目名：ケアリング・サイエンス 

 来年度試行、今年度はシラバス作り。 

 14 大学で 1 大学 1 コマずつ＋1 コマで、計 15 コマとし、連携校の特長を生かした

講義を分担する。 

 対象は 4 年制（専門科目）前期 

     質疑応答 

質問：新たに科目として設置するのか。新設校は開校後 4 年間、文科省に申請した科目以外

の新たな科目を設置できないが。（松岡学部長） 

回答：単位認定されない科目となる。（大賀講師） 

正規の科目として設置できないが、連携校として 1 コマ担当することは可能ではない

か。（安酸教授） 

質問： e ラーニングを用いて授業を行うのか。（松岡学部長） 

回答：各大学にテレビ会議システムの調査を行ったが、e ラーニングを用いて授業を行う予

定である。（大賀講師） 

質問：テレビ会議システムのない大学についてはどのように取り扱うのか。（小野准教授） 

回答：検討中である。（大賀講師） 

 

４．看護技術支援員（アドバイザー）の活用について 

松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 

 福岡大学に視察するプログラムを開催する。対象は、各連携大学の看護技術支援員で、今年

度中に 1 回開催する。支援室開設のマニュアルを作成する。今後は各大学の看護技術支援ア

ドバイザーに、小部会に参加していただきたい。 
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５．国際ケアリング学会（資料5） 

安酸教授より資料に沿って説明が行われた。 

 平成 23 年 6 月 17 日に広島でプロジェクト連携推進会議を開催する。 

 交流集会は本来、1 時間ずつのプログラムであるが、ケアリング・アイランドは 2 時間 15 分

を確保している。 

 査読者の応援を依頼されているので、何名かお願いする予定である。 

 

６．プロジェクト連携推進会議におけるカウンターパートの旅費について 

 松浦戦略連携室長より説明が行われた。 

カウンターパートの 3 名分の旅費の本部負担は、本日の会議までとし、次回 11 月の会議よ

り 2 名分の負担とする。 

 

７．理科系科目補強教育・看護技術支援予約システムのアカウント登録について（資料 7） 

 松浦戦略連携室長より説明が行われた。 

アカウント登録が終了していない大学は、登録をお願いしたい。 

 

８．ケアリング・アイランドウィーク企画委員会の立ち上げについて（資料8） 

 松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 

企画委員の登録が終了していない大学は、登録をお願いしたい。 

 

９．学生コンソーシアム準備委員会の立ち上げについて（資料9） 

 松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 

産業医科大学の準備委員の登録が終了していないので、本部の方から依頼する。 

 

10．テレビ会議システムの設営調査結果について（資料10） 

松浦戦略連携室長より資料に沿って説明が行われた。 

 大分県立看護科学大学のシステム名の欄が誤記であるため、削除をお願する。 

 機材を保有してある大学が 8 割であるが、利用状況等を踏まえて講義の相互受講等の使用方

法を検討する。 

 

 11．その他（資料11） 

1. 研究発表について 

安酸教授より資料に沿って説明が行われた。 

 

2. ニューズレターについて 

松浦戦略連携室長より説明が行われた。 

 各大学で担当していただいた原稿の内容について、今後確認をしていただき 10 月中に発行す

る。 

次回会議日程 

日時：平成 22 年 11 月 19 日（金曜日） 

   15：00～17：00 

場所：日本赤十字九州国際看護大学 


